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核分裂核データの整備に対して核種に依らず計算できる微視的模型は有効な手段の一つであるが、核分裂障

壁の大きさを過大評価する傾向がある。236U を対象に、核分裂障壁に影響を与える対相関力の強さを変え、

相互作用による変化を調べる。講演では対相関による影響を原子核の準位密度を用いた考察を発表する。 
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1. 緒言 

 核分裂性核種に関する核分裂核データの精度向上や理論からの予測は重要な課題である。微視的平均場模

型は有効相互作用を用いることで、核子の自由度から核種に依存せずに原子核の基底状態を計算できる手法

である。しかし、原子核の大きな形状変化を伴う核分裂反応に焦点を当てた有効相互作用は整備されていな

い。これまで既存の有効相互作用を用いてポテンシャルエネルギー面を計算し、核分裂経路の有効相互作用

依存性に関する議論を行ってきた。前回までの発表で、微視的平均場模型は核分裂障壁の大きさを過大評価

する傾向があることを報告した。これに対して、エネルギーを特徴ごとに分類する考察により、対相関力と

スピン軌道力が核分裂障壁に本質的な影響を与えることが分かった。そこで、本研究では対相関力の強さを

変更し、核分裂経路及び核分裂障壁に対する影響を 3 種類の有効相互作用に対して調べた。 
 
2.計算方法 

本研究では軸対称性を課さない拘束条件付き平均場模型 Skyrme-Hartree-Fock+BCS[1]を用いる。対象核種

はこれまでの評価データが豊富にある 236U(235U+n)とし、3 つの有効相互作用(SkM*, SLy4, SkI3)[2-4]を採用す

る。原子核の伸長に対応する四重極変形モーメント(Q20)と分裂片の質量非対称性に対応する八重極変形モー

メント(Q30)を拘束条件に、変形に関するポテンシャルエネルギー面を計算した。この面上で原子核の伸長に

関して最低エネルギーの状態を辿った経路を核分裂経路とする。対相関の強さを±20%変化させ、この核分

裂経路と経路中に現れる核分裂障壁に対する影響を調べた。 
 

3.結果 

本模型では対相関の強さも自己無撞着に得られる。そ

れぞれの配位で得られた対相関の強さを±20%変化させ

たときの 236U の核分裂経路を図に示す。図はそれぞれの

基底状態と各変形状態からのエネルギー差である。本結

果から、対相関の強さが核分裂経路の定性的な形状を残

したまま核分裂障壁の大きさを変えることがわかる[5]。 
講演では有効相互作用毎に対相関による影響を示す。

また、フェルミエネルギー近辺の準位密度を一粒子軌道

の占有確率を基に計算した。この準位密度を用いて対相

関と核分裂障壁の変化の関係を議論する。 
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図: 対相関の強さを±20%変えた
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